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国際極年（IPY）のキャンペーン観測の一環として、2007年3月1日から2008年2月28日までの1
年間、欧州非干渉散乱（EISCAT）スヴァールバルレーダー（ESR）による極冠域電離圏の連続
観測が実施された。このESR連続観測データを用いて、我々は極域イオン上昇流とイオン音波擾
乱の統計的な特徴及び両者の関係を調べている。この極域イオン上昇流とイオン音波擾乱は、共
に夜側オーロラ帯や昼側カスプ域で頻繁に生じており、両者の因果関係を含めた理解は、波動－
粒子相互作用や電離圏イオン流出現象の本質を理解する上で重要であると考えられている。ESR
連続観測データから検出されたイオン音波擾乱イベント（約1400例）を用いて、その磁気地方
時（MLT）や季節、地磁気活動に対する依存性や擾乱の発生高度分布を調べた結果、
（１）イオン音波擾乱の発生頻度は9 MLT付近にピークを持つ。
（２）冬よりも夏にイオン音波擾乱の発生頻度が約6倍高い。
（３）地磁気活動度が高い時（Kp > 4）にのみ、イオン音波擾乱の発生頻度が高くなる。
（４）イオン音波擾乱は、その約7割が高度300-450 kmで発生する。高度200km以下で発生する
イオン音波擾乱も約1割存在する。
等の観測事実が得られた。一方、イオン上昇流の特徴については、
（１）イオン上昇流の発生頻度は8 MLT及び13 MLT付近にピークを持つ。上向きイオンフラッ
クスは11-13 MLTに最も大きくなる。
（２）夏よりも冬にイオン上昇流の発生頻度が約5倍高い。
（３）地磁気活動度が大きくなるにつれて、イオン上昇流の発生頻度と上向きイオンフラックス
が共に高くなる。
等の観測結果が得られている。これらの結果の中で、午前側で発生頻度が高いイオン音波擾乱の
MLT依存性の結果は、過去に人工衛星により磁気圏高度で観測された超熱的イオン及びBroad
band extremely low frequency (BBELF)波のMLT分布の結果と一致する。そのため、電離圏高度
で熱的イオンを超熱的イオンに加速する物理過程に、イオン音波擾乱が寄与していることが考え
られる。
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